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要約：本研究では，保育でのタブレット端末活用場面に注目して，14の遊びの取り組み

やすさについて，全国1,000園を対象に質問紙調査を実施した。結果，「七夕の星座を見

てみよう！」「子どもの活動を伝えてみよう！」の遊びで高評価を得た。また，保育での

タブレット端末活用経験の有無により，高評価の遊びの数が増加した。
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１．はじめに 

2017 年に公表された教職課程コアカリキュラム

においては，保育内容の指導法に「情報機器及び教

材の活用を含む。」と明記された（教職コアカリキ

ュラム，2017）。幼稚園教諭には，具体的なメディ

ア活用を想定して，保育を構想する方法を身に付け

ることが求められている。 

筆者らは，2014 年度に実施した全国 1,000 の幼

稚園へのタブレット端末活用に関する質問紙調査

で，保育者は以下の活動への取り組み意欲が高いこ

とを明らかにした（堀田ら,2014）。 

・幼児が育てる小動物や植物をカメラ機能で撮影して，

その様子を振り返る 

・図鑑アプリで，幼児が興味・関心を持つ内容を調べる

・保育者が運動会の練習風景などを撮影・録画，プロジ

ェクタで大きく投影して振り返る 

また，保育でのタブ

レット端末の活用場

面を整理して，その特

徴を示した「保育での

タブレット端末活用

を促す事例集」を作成

した（図１，堀田ら，

2017）。作成した事例

集は，具体的な保育を

構想できるよう，幼稚

園教諭を支援するも

のである。

その中で，上記質問紙調査や文部科学省「学びの

イノベーション事業実証研究報告書」での低学年の活

動実践を参考に，保育での活用場面を以下のように整

理している。 

A 一斉の遊び 

A1 教師による教材の提示 

B 個別の遊び 

B1 個に応じた遊び 

B2 調査活動 

B3 思考を深める遊び 

B4 表現・制作 

B5 家庭とのつながり 

C 協働の遊び 

C1 発表や話し合い 

C2 協働での意見整理 

C3 協働制作 

C4 園の壁を越えた遊び 

そこで本研究では，整理された保育でのタブレッ

ト端末活用場面に注目して，その取り組みやすさに

ついて評価する。 

２．研究の方法 

2.1. 期間および対象 

2018年7月初旬から8月中旬までの回答期間で，

全国 1,000 園（幼稚園／国立 44・公立 274・私立

356，こども園／公立 125・私立 201，計国公立 443・

私立 557，各都道府県約 22 園ずつ抽出）に調査を

依頼した。 
図 1 事例集の表紙 
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2.2. 方法および調査項目 

質問紙を郵送して，専用封筒にて返信を願った。

回答者は特に指定せず，１園で１件の回答とした。

調査項目は，(1)教職員数や在園児数，タブレット端

末使用の有無などのフェイスシート，(2)事例集の遊

びへの取り組み度合い，(3)活用メリット，(4)不安・

心配，(5)保育と非認知的能力，等である。本稿では

(2)に注目する。 

３．結果と考察 

8月中旬までに 280園より返信を得た。現在，保

育者が保育でタブレット端末を使用している園は，

検討中も含め 41園（全体の約 14.6％），幼児が保育

でタブレット端末を使用している園は，検討中も含

め 9園（全体の約 3.2％）であった。 

事例集に掲載されている 10の活用場面，14の遊

びを対象に，「1：非常に取り組みたい」から「5：

全く取り組みたくない」の 5段階で評価を得た。な

お，評価は逆転項目で処理した。 

結果，平均値 3.0以上は，以下の 4項目であった。

(  )は事例集掲載頁，(*.*)は平均を示す。 

(5) B 個別の遊び／B1 個に応じる遊び

（3.2）七夕の星座を見てみよう！

(6) B 個別の遊び／B2 調査活動

（3.0）園のおすすめ図鑑をつくろう！

(7) B 個別の遊び／B2 調査活動

（3.0）世界の｢こんにちは｣を知り，交流遊びをしよう!

(10) B 個別の遊び／B5 家庭とのつながり

（3.1）子どもの活動を伝えてみよう！

14 の遊びの場面に関して，一元配置の分散分析

を行い，有意差（F(13,3698)=6.53,p<.01）が見ら

れたので，多重比較を行った結果，上記(5)と(10)

が他の多くの遊びの場面との間で有意な差が見ら

れた。(5)「七夕の星座を見てみよう！」は，タブレ

ット端末で手軽に実現できるインターネット活用

である。また，(10)「子どもの活動を伝えてみよう！」

は，タブレット端末の可動性と画面の大きさ，見や

すさを活かした園と保護者を繋ぐ取り組みである。 

次に，保育でのタブレット端末活用経験が，取り

組み評価に影響するかを知るため，保育者が保育で

タブレット端末を使用している園（検討中も含む）

41園を対象に，14の遊びを評価した。 

結果，平均値 3.0以上は，以下の 9項目であった。

(  )は事例集掲載頁，(*.*)は平均を示す。 

(2) A 一斉の遊び／A1 教師による教材の提示

（3.2）番組視聴をきっかけに｢だんごむし｣を探そう 

(3) A 一斉の遊び／A1 教師による教材の提示

（3.3）運動会に向けて楽しい作品をつくろう！

(5) B 個別の遊び／B1 個に応じる遊び

（3.5）七夕の星座を見てみよう！

(6) B 個別の遊び／B2 調査活動

（3.4）園のおすすめ図鑑をつくろう！

(7) B 個別の遊び／B2 調査活動

（3.3）世界の｢こんにちは｣を知り，交流遊びをしよう!

(9) B 個別の遊び／B4 表現・制作

（3.1）遠足を想い出し新聞をつくってみよう！

(10) B 個別の遊び／B5 家庭とのつながり

（3.6）子どもの活動を伝えてみよう！

(11) C 協働の遊び／C1 発表や話し合い

（3.1）好きな食べ物なんですか？

(13) C 協働の遊び／C2 協働での意見整理

（3.1）発見したことを友達や先生に伝えよう

14 の遊びの場面に関して，一元配置の分散分析

を行い，有意差（F(13,518)=2.30,p<.01）が見られ

たので，多重比較を行った結果，上記(10)と他の遊

びの場面との間で有意な差が見られた。 

280園を対象に高評価が得られた事例は4項目だ

ったのに対し，保育でのタブレット端末活用経験が

ある園では 9項目であった。その中には「B個別の

遊び」だけではなく，「C 協同の遊び」が 2 項目含

まれていた。事例集から，より具体的なイメージを

広げるためには，保育でのタブレット端末活用経験

が影響していると考えられる。 
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